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ＪＲ西日本分煙訴訟


７月２４日　第二回裁判から





七月二四日第二回分煙裁判が行われました。


まず会社側弁護士から発言があり、原告から申し出のあった乗務員詰所は一二ヶ所だが、その内六ヶ所は禁煙化を、施設的に困難な六ヶ所


は分煙化を七月一日から実施をした。今後これ以上の措置をとる予定はない」と明言しました。


　これに対し、原告側弁護士から「被告は本件訴訟後、急遽一部乗務員詰所等の分煙あ











あるいは衝立の設置等を行っているようであるが、具体的には何時、どの乗務員詰所、事務所、休憩所についてどのような禁煙、分煙対策を講じたのかを明らかにされたい」「先に日高さん





























次回裁判


９月１１日


１０時１５分


大阪地裁です。


【お願い】


傍聴に参加してください。








が明石簡易裁判所に調停を申し立てたときには分煙対策をとろうとしなかったＪＲが、訴訟になって急遽『分煙』対策をとったのは、これまですることができたのにサボっていた証拠だ。損害賠償請求の根拠がある」と主張しました。


裁判所は八月末までに会社側に分煙対策の証拠となる書類を、原告側に健康被害の書類の提出を命じました。














 準備書面を提出／会社側答弁書に反論





この第二回公判に先立つ七月一五日に、会社側答弁書の中で原告の請求内容が不明確であるから不適法である。また休憩時間中は必ずしも当該詰所に待機する





















































ことを義務付けているものではないし、食事も当該詰所で取らなければならないものではないなどとする主張に対して、準備書面を提出し反論しました。








裁判の後　傍聴者と小集会





分煙裁判に前回同様多数傍聴に参加をいただき、裁

















判の後簡単な小集会をしました。最初に吉田、谷両弁護





士から、この日の裁判の中身について説明を受けたあと、兵庫県喫煙問題研究会の医師から「私の病院でも禁煙に取り組んでいる。頑張って欲しい」。高砂市会議員の宮本幸弘さん、新社会党の西村さんら多くの傍聴者の皆様から激励の言葉を受けました。


　　　　　(十二月二八日訂正)

















７月１日から禁煙になった乗務員詰所  【大阪駅乗務員詰所（上り､下り）・京橋駅乗務員詰所（上り､下り乗務員詰所）・西明石駅乗務員詰所・姫路駅乗務員詰所（西）・網干駅乗務員宿泊所、網干駅ホーム乗務員詰所】


７月１日から分煙化された乗務員詰所 【米原駅乗務員詰所･野洲駅乗務員詰所･京都駅員乗務員詰所(３号ホーム)・高槻駅乗務員詰所・宮原操車場駅乗務員詰所・放出駅乗泊食事室】


８月５日から禁煙になった乗務員詰所 【京都駅乗務員詰所(３号ホーム)】








